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企業会計手法から見た西原町の財政状況 
（（（（バランスシートバランスシートバランスシートバランスシートとととと行政行政行政行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書のののの活用活用活用活用））））    

 

１１１１．．．．企業会計手法企業会計手法企業会計手法企業会計手法のののの導入導入導入導入    

町の会計は、一年間にどのような収入があり、何にいくら支出したのかを単純に分けた会計方

式をとっています。これは法律に基づいたものですが、お金の出入りの記録だけでは、町の資産

（建物、土地、現金など）や負債の状況がどうなっているのか、実際に町行政に年間どのくらいの

コストがかかっていて、どのような財源で賄っているのかという情報が今ひとつわかりにくいものと

なっています。 

例えば、家計でいうと土地や建物などの資産やローンといった負債などは、家計簿からだけで

はわかりません。自治体といえども、町の資産の把握やコスト意識なくしては健全な財政運営や

効率的な行政サービスの提供は行えません。そこで、民間企業の会計手法を導入し、資産と負債

の状況が一目でわかるバランスシート（貸借対照表）と、年間の行政サービスのコストを算出した

行政コスト計算書（損益計算書）の作成を行うこととしました。 
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バランスシートバランスシートバランスシートバランスシートとととと行政行政行政行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書ののののイメージイメージイメージイメージ図図図図    

ストックデータ 

（決算統計データ） 

町の借金データ 

お金の出入りのデータ 

（歳入歳出決算書） 

町の貯金データ 

その他の資産・債務

等のデータ 

バランスシートバランスシートバランスシートバランスシート    

    

資産や負債の状況を明

らかにするために 

行政行政行政行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書    

    

行政の実質的なコスト

を知るため 

ストック情報 

コスト情報 

＜作成にあたって＞ 

・「決算統計活用方式」（通称 総務省方式）に基づいて行いました。また、対象とする会計は普

通会計を対象としています。 

・出納整理期間（4～5 月）における出納については、バランスシート作成の基準日までに終了し

たものとして処理しています。 

・昭和 46年度以降のデータを基礎数値としました。 

－１－ 



2222．．．．バランスシートバランスシートバランスシートバランスシート（（（（貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表））））    

バランスシートは、年度末における西原町の資産、負債などの状況を一つの表にまとめたもの

です。下の表の左側に土地や建物などの「資産」、右側に将来にわたって返済する「負債」、資産

と負債の差が今までに負担した「正味資産」として表されています。 

資産＝負債＋正味資産の関係にあり、双方が同額になって釣り合うことからバランスシートと

呼ばれています。バランスシートからは、西原町が現在どれぐらいの資産を持っていて、それを取

得するために今までの世代がどれだけ負担したのか、そしてこれから将来の世代がどれだけ負

担していくのかを読み取ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度バランスシートバランスシートバランスシートバランスシートののののイメージイメージイメージイメージ図図図図 

下の図は、平成 22 年度のバランスシートを簡単な図にしたものです。 

平成 22 年度は、資産が 522 億 6,215 万 5 千円、負債が 120 億 8,552 万 1 千円、正味資産が

401 億 7,663 万 4 千円となっています。 

正式なバランスシートは、次ページのとおりです。4 ページの説明と合わせてご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資産資産資産資産    

 

西原町が保

有 す る 財 産

や権利など 

負債負債負債負債    

将来の世代

の負担額 

正味資産正味資産正味資産正味資産    

今 ま で の 世

代 が 負 担 し

た額 

 

 

 

 

 

有形固定資産 

484億円 

投資等 

23億円 

流動資産 

16億円 

固定負債 

112億円 

 

 

 

 

 

正味資産正味資産正味資産正味資産    

404040402222 億円億円億円億円    

流動負債 

9億円 

負債負債負債負債 111122221111 億円億円億円億円    

－２－ 

資金の使いみち 資金の調達方法 



（平成２３年３月３１日現在）
(単位：千円）

　　　　　借　　　　                   　　方 　　　　　　貸　　　　                   　方

［資産の部］ ［負債の部］

１．有形固定資産 １．固定負債

（１）総務費 1,229,203

（２）民生費 574,857 （１）地方債 9,614,328

（３）衛生費 51,369

（４）労働費 80,609 （２）債務負担行為

（５）農林水産業費 1,723,368 ① 物件の購入等 0

（６）商工費 41,378 ② 債務保証又は損失補償 0

（７）土木費 30,751,654 債務負担行為計 0

（８）消防費 2,759

（９）教育費 13,888,974 （３）退職給与引当金 1,533,576

（10）その他 2,836

計 48,347,007     固定負債合計 11,147,904

（ うち土地 24,476,089 ）

    有形固定資産合計 48,347,007 ２．流動負債

２．投資等 （１）翌年度償還予定額 937,617

（１）投資及び出資金 178,872

（２）貸付金 944,162 （２）翌年度繰上充用金 0

（３）基金

① 特定目的基金 917,381     流動負債合計 937,617

② 土地開発基金 0

③ 定額運用基金 0

基金計 917,381   負  債  合  計 12,085,521

④ 退職手当組合積立金 289,206

    投資等合計 2,329,621

３．流動資産

（１）現金・預金 ［正味資産の部］

① 財政調整基金 662,193

② 減債基金 606 １．国庫支出金 19,797,071

③ 歳計現金 417,594 .

現金・預金計 1,080,393 ２．都道府県支出金 1,555,667

（２）未収金

① 地方税 202,241 ３．一般財源等 18,823,896

② その他 302,893

未収金計 505,134

    流動資産合計 1,585,527   正  味  資  産  合  計 40,176,634

 資  産  合  計 52,262,155  負 債・正 味 資 産 合 計 52,262,155

※債務負担行為に係る補償等 　①物件の購入等に係るもの 107,027 千円

　②債務保証及び損失補償に係るもの 541,108 千円

　③利子補給等に係るもの 0 千円

西原町貸借対照表（普通会計）

－３－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バランスシートバランスシートバランスシートバランスシートのののの内容内容内容内容    

【【【【資産資産資産資産のののの部部部部】】】】    

１．有形固定資産 

町が保有する土地、建物、道路、公園といった不動産及び車両、コンピュータ等の動産を 

行政目的別に区分して計上しています。（例：道路や公園は土木費、学校校舎は教育費） 

２．投資等 

（１）投資及び出資金  財団法人や社団法人への出資残高及び保有している有価証券、他会計 

               への投資などです。 

（２）貸付金        西原町が第三者に貸付を行っている金額です。 

（３）基金 

①特定目的基金  将来の目的に備え、積み立てを行っている金額です。（庁舎建設基金など） 

   ②土地開発基金  公共用地などを取得するために積み立てしている金額です。 

③定額運用基金  特定の目的のために定額の資金を預金や貸付で運用している金額です。 

（４）退職手当組合積立金 退職時に支払う退職手当として、本町が当組合に積み立てている金額です。 

３．流動資産 

（１）現金・預金 

①財政調整基金  将来の資金不足に備えて、積み立てしている金額です。 

②減債基金     将来の地方債（町の借金）償還に備えて、積み立てしている金額です。 

③歳計現金     平成 22年度末に、西原町が保有している現金及び金融機関に預けている 

                預金を計上しています。 

（２）未収金         年度末までに滞納などにより、回収できなかった税金、その他分担金・負担 

金、使用料などです。 

【【【【負債負債負債負債のののの部部部部】】】】    

１．固定負債 

（１）地方債         西原町が発行した地方債（借金）のうち、平成 24年 4月 1日以降に返済 

                が予定されている金額です。 

（２）退職手当引当金   年度末に在籍している職員が、全員普通退職すると仮定した場合に支払 

                う金額の合計額です。 

２．流動負債 

（１）翌年度償還予定額  西原町が発行した地方債（借金）のうち、平成 24年 3月 31日までに返済 

                が予定されている金額です。 

【【【【正味資産正味資産正味資産正味資産のののの部部部部】】】】    

１．国庫支出金      西原町が保有している資産のうち、国の支出により形成された金額です。 

２．都道府県支出金   西原町が保有している資産のうち、沖縄県の支出により形成された金額です 

３．一般財源等      西原町が保有している資産のうち、今まで納められてきた税金等により形成 

                 された金額です。 

【【【【注記事項注記事項注記事項注記事項】】】】    

①物件の購入等  翌年度以降、物件の購入等を予定している金額です。 

   ②債務保証及び損失補償  債務保証の契約により、将来において負担が発生する可能性のある 

                      金額です。 

－４－ 



◆◆◆◆平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度バランスシートバランスシートバランスシートバランスシートのののの概要概要概要概要    

西原町が、現在保有している資産は 523 億円で、そのうち約９割が土地や建物などの有形固定

資産です。また、資産に対する負債（将来の世代の負担金額）は 121 億円で、差し引き正味資産

（これまでの世代が負担してきた金額）が 402 億円という結果になりました。 

前年度末のバランスシートと比較してみますと、次表のとおりとなっています。 

 

前年度と比較して、有形固定資産については土木費で 9 億 1,700 万円の増額、総務費で 6 億

100 万円の増額となり、総額では 16 億 600 万円の増額となりました。投資等においては、2 億

4,100 万円の減額。流動資産においては、未収金等において 1 億 3,200 万円の減額となり、総額で

9,900 万円の減額となっています。資産合計としては、12 億 6,600 万円の増額となっています。 

また、負債は地方債の 1 億 9,300 万円増の影響で、合計では 3 億 500 万円の増額となっていま

す。  

資産合計から負債合計を差し引いた正味資産額は 9 億 6,100 万円の増額となり、内訳として、

国からの支出金が 7 億 9,600 万円の増額となりましたが、県からの支出金は 3,800 万円の減額、

町税等による一般財源が 2 億 300 万円の増額となっています。 

まとめますと、今年度の西原町は、資産が約 12 億 6,600 万円の増、その財源として 7 億 5,800

万円は国・県からの支出金、2 億 300 万円は町税などの一般財源であてられており、それに伴い

負債も 3 億 500 万円増えたということになります。 

    

    

    

単位：百万円

22年度 21年度 増減 22年度 21年度 増減

１．有形固定資産 48,347 46,741 1,606 １．固定負債 11,148 10,911 237

 　（１）総務費 1,229 628 601 　（１）地方債 9,614 9,421 193

　 （２）民生費 575 609 △ 34 　（２）債務負担行為 0 0 0

 　（３）衛生費 51 51 0 　（３）退職給与引当金 1,534 1,490 44

 　（４）労働費 81 83 △ 2 ２．流動負債 938 870 68

　 （５）農林水産業費 1,723 1,816 △ 93 　（１）翌年度償還予定額 938 870 68

　 （６）商工費 41 47 △ 6 　（２）翌年度繰上充用金 0 0 0

 　（７）土木費 30,752 29,835 917 負債合計 12,086 11,781 305

 　（８）消防費 3 3 0 １．国庫支出金 19,797 19,001 796

　 （９）教育費 13,889 13,666 223 ２．都道府県支出金 1,555 1,593 △ 38

　（10）その他 3 3 0 ３．一般財源等 18,824 18,621 203

２．投資等 2,330 2,571 △ 241 正味資産合計 40,176 39,215 961

 　（１）投資及び出資金 179 179 0 負債・正味資産合計 52,262 50,996 1,266

 　（２）貸付金 944 989 △ 45

 　（３）基金 918 1,069 △ 151

※（４）退職手当組合積立金 289 334 △ 45 ※ 資産の投資等 （4）退職手当組合積立金は、平成19年度から

３．流動資産 1,585 1,684 △ 99 　　新たに算入しました。

 　（１）現金・預金 1,080 1,047 33

 　（２）未収金等 505 637 △ 132

資産合計 52,262 50,996 1,266

西原町西原町西原町西原町バランスシートバランスシートバランスシートバランスシート２２２２期比較期比較期比較期比較

－５－ 



◆◆◆◆町民一人当町民一人当町民一人当町民一人当たりのたりのたりのたりのバランスシートバランスシートバランスシートバランスシート    

下の図は、平成 22年度の町民一人当たりのバランスシートとなっています。 

町民一人当たりの資産は、151万円、負債が 35万円、正味資産が 116万円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正味資産  116万円 

 ・マイホームや車購入のため 

  既に支払った額 

流動資産 5万円 

・普通預金や現金 

投資等 7万円 

・定期預金や株券など 

資産資産資産資産    

111151515151 万円万円万円万円    

負負負負            債債債債      3  3  3  35555 万円万円万円万円    

正味資産正味資産正味資産正味資産        111111116666 万円万円万円万円    

合合合合            計計計計     1 1 1 151515151 万円万円万円万円    

 

有形固定資産 139万円 

    ・マイホーム 

    ・土地 

 ・自動車 など 

固定・流動負債 35万円 

・マイホームのローン残高など 

 

（（（（町民一町民一町民一町民一人当人当人当人当たりのたりのたりのたりのバランスシートバランスシートバランスシートバランスシートをををを一般家庭一般家庭一般家庭一般家庭にににに置置置置きききき換換換換えてみるとえてみるとえてみるとえてみると））））    

－６－ 

町民一人当たりのバランスシートを一般家庭が所有している 

車に置きかえてみると、 

所有している車の現在の価値は、139万円（有形固定資産） 

です。購入してから月日が経っているため、購入当時よりも価値 

が下がっています。 

次に新車に買い替えるために積立定期預金をしており、7万円（投資等）あります。 

また、すぐに引き出せる普通預金と手持ちの現金が5万円（流動資産）あり、すべて合計す

ると、151万円（資産）です。 

しかし、一方で車のローンが 35 万円（負債）残っており、うち 3 万円（流動負債）は翌年度

中に返済しなくてはなりません。 

もし、仮にこの時点で車を売払って、残ったローンをすべて返済し、預金をすべて現金化し

たとすると、差し引き 116万円（正味資産）が手元に残ります。 

 

（うち流動負債 3万円） 



◆◆◆◆バランスシートバランスシートバランスシートバランスシートによるによるによるによる財務分析財務分析財務分析財務分析    

バランスシートから導き出される指標を用いて分析を行います。 

 

□□□□    社会資本形成社会資本形成社会資本形成社会資本形成のののの世代間負担比率世代間負担比率世代間負担比率世代間負担比率    

世代間負担比率は、有形固定資産のうち、正味資産によって形成された比率です。有形固定

資産は、社会資本整備の結果を表すもので、将来の世代にも残る西原町の社会資本が、どの程

度今までの世代の負担により形成されたのかを示します。この比率が高いほど、将来世代の負担

が少なく健全であると言えます。 

平成 22 年度の西原町の世代間負担比率は、83.1％となっています。  

＜計算式＞ 

      正味資産合計   （40,176,634千円） 

      有形固定資産合計（48,347,007千円）    

                                       ※平成 21年度：83.9％ 

 

□□□□    予算額対資本比率予算額対資本比率予算額対資本比率予算額対資本比率    

現在の資本が歳入総額の何年分に当たるかを見るもので、社会資本整備の状況を示します。 

基本的には、指標値が高いほど社会資本整備が進んでいると判断できますが、一方、予算額

に対して大きな資産を有しているということは、逆に、維持管理費等が多く発生し、単年度の財政

を圧迫する可能性が高いことも示しているとも言えます。 

平成 22 年度の西原町の予算額対資本比率は、4.44 年となっています。 

＜計算式＞ 

資産総額 （ 52,262,155千円） 

歳入総額 （ 11,775,033千円） 

                                 ※平成 21年度：4.87年 

 

□□□□    地方地方地方地方債債債債返済可能年数返済可能年数返済可能年数返済可能年数    

毎年の収入のうち、地方債の返済に充てることが可能な金額のすべてをもって、地方債を返済

したと仮定した場合の所要年数です。年数が少ないほど、地方債残高が少なく、財政状態が健全

であると言えます。平成 22 年度の西原町の地方債返済可能年数は、7.54 年となりました。 

＜計算式＞ 

地方債残高（10,551,945千円） 

経常一般財源－（経常経費充当一般財源－公債費） 
（5,640,322千円）  （5,305,860千円）  （1,065,359千円）    

※平成 21年度：8.07年 

    

    

    

これまでの世代による負担率 

（８３．１％） 

予算額対資本比率 

（４．４４年） 

地方債返済可能年数 

（７．５４年） 

－７－ 

 

×100 



□□□□    住民一人当住民一人当住民一人当住民一人当たりたりたりたり資産資産資産資産    

平成 22 年度の西原町の住民一人当たりの資産は、151 万円となりました。 

＜計算式＞ 

資産合計（52,262,155 千円） 

平成 23 年 3 月 31 日現在人口（34,613 人） 

※平成 21年度：147万 8千円 

 

□□□□    住民一人当住民一人当住民一人当住民一人当たりたりたりたり負債負債負債負債    

平成 22 年度の西原町の住民一人当たりの負債は、34 万 9 千円となりました。 

＜計算式＞ 

負債合計（12,085,521 千円） 

平成 23 年 3 月 31 日現在人口（34,613 人） 

※平成 21年度：34万 2千円    

□□□□    住民一人当住民一人当住民一人当住民一人当たりたりたりたり正味資産正味資産正味資産正味資産    

平成 22 年度の西原町の住民一人当たりの正味資産は、116 万円 1 千円となりました。 

＜計算式＞ 

正味資産合計（40,176,634 千円） 

平成 23 年 3 月 31 日現在人口（34,613 人） 

※平成 21年度：113万 7千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８－ 

住民一人当たり資産 

（１５１万円） 

住民一人当たり負債 

（３４万９千円） 

住民一人当たり正味資産 

（１１６万１千円） 



3333．．．．行政行政行政行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書    

行政コスト計算書は、民間企業でいう損益計算書にあたります。ただし、地方公共団体は民間

企業と異なり、利益を目的としないため、黒字がいくらあったかというより、行政サービスを提供す

るために一年間にどの分野にどのような形でいくらのコスト（費用）がかかり、それをどのような財

源で賄ったかを表すものとなっています。 

コストと収入を比較することで、財政運営の状況がわかります。 

バランスシートが年度末の資産、負債などの残高を表すものであるのに対し、行政コスト計算

書は一年間に消費されたコストを表します。 

決算とバランスシート、行政コスト計算書の関係は、下の図のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資産形成に 

つながるもの 

 

 

 

消費的なもの 

 

 

減価償却費 

 

 

消費的な 

コスト 

21年度からの 

資産価値減少分 

新たに 

増加した資産 

 

 

前からの資産 

 

 22年度決算 

 ＜支出＞ 

22年度行政コスト計算書 

＜コスト＞ 

22年度バランスシート 

＜資産＞ 

建設事業費、基金 

積立金、投資など 

施設の運営費、各種

事業費など、一年間

に消費された経費 

－９－ 



◆◆◆◆コストコストコストコストのののの考考考考ええええ方方方方    

コストは、単純に決算での歳出を指しているわけではありません。決算のうち、資産形成につな

がった支出は、バランスシートの資産に計上し、それ以外の消費的な支出が行政コスト計算書に

計上されます。 

資産形成につながった支出は、行政コストとはなりません。資産形成では現金は減ってもそれ

は形を変えて価値が残っています。この時点ではコストは発生していないのです。資産は、保有し

ていくうちに古くなったり性能が落ちたりして、価値が下がっていきます。その価値の減る分を費用

として捉え、減った時点で「減価償却費」として行政コスト計算書に計上します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆平成平成平成平成２２２２２２２２年度行政年度行政年度行政年度行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書のののの概要概要概要概要    

平成 22 年度の行政コスト計算書は、次ページのとおりです。12 ページの解説と合わせてご覧く

ださい。 

平成 22 年度の総コストは、89 億 8,534 万 7 千円、総収入は、86 億 3,515 万 2 千円となりました。 

 

 

 

 

 

－10－ 

減価償却とコスト計算書、バランスシートについ 

てわかりやすく整理しましょう。 

１年間に 100万円の新車を購入したとします。 

この車は、10年で価値がなくなるものだとすると、 

1年ごとに 1/10ずつ価値が減っていくことになります。 

そうすると、一年間に減少した価値分の10万円（取得価格の1/10）が一年間の費用として、コス

ト計算書に計上されます。これが減価償却費です。 

この他に、車を維持するためにはさまざまな費用がかかります。ガソリン代や自動車税、修繕費

などは、一年間に消費される支出ですから、これらもコスト計算書に計上されることになります。 

一方、車は資産ですので、バランスシートに有形固定資産として計上されます。この一年間で価

値は 10万円減りましたので、計上されるのは 90万円（取得価格の 9/10）となります。 

次の年には、コスト計算書で、また減価償却が 10 万円計上され、バランスシートでは有形固定資

産に 80 万円が計上されます。このように、10 年間で合わせて 100 万円の減価償却が計上され、

最終的に有形固定資産の車の価値は 0円となります。 
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◆◆◆◆目的別目的別目的別目的別・・・・性質別行政性質別行政性質別行政性質別行政コストコストコストコスト    

下のグラフは、行政コストを目的別（分野ごと）、性質別（３つの性質）に分けたグラフとなっています。 

目的別目的別目的別目的別・・・・性質別行政性質別行政性質別行政性質別行政コストコストコストコスト
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□□□□    目的別目的別目的別目的別コストコストコストコスト    

コストを目的別にみますと、民生費が一番多く、次いで教育費、総務費、土木費の順となってい

ます。歳入歳出決算書でも、民生費が一番多いのですが、次いで総務費、教育費、土木費の順と

なっており、行政コストにおける順位とは異なる結果となりました。これは行政コストには含まれな

い資産に関する費用が多くあるため、年度によっては、歳入歳出決算書の順位と違う場合がある

ためです。（資産に関する費用はバランスシートに計上されます。） 

 

□□□□    性質別性質別性質別性質別コストコストコストコスト    

コストを性質別にみますと、移転支出的なコストが 51.9％と最も大きな割合を占めています。こ

れは、会計内で消費されたものではなく、扶助費や補助費といった、他の個人や団体、または他

会計に支出して消費されたコストです。続いて、物にかかるコスト、人にかかるコストの順になって

います。 

 

◆◆◆◆町民一人当町民一人当町民一人当町民一人当たりのたりのたりのたりの行政行政行政行政コストコストコストコスト    

平成 22 年度の町民一人当たりの行政コストは、26 万円となりました。  

※平成 21年度：24万 3千円  
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百万円 


